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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法

が
、
選
挙
お
よ
び
選
任
に
よ
る
方
法
か

ら
、
議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が
任
命

す
る
方
法
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
向
け
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
の
農
業
委
員

の
任
期
が
７
月
19
日

ま
で
と
な
る
こ
と
か

ら
、
次
の
任
期
の
農

業
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
…
農
業
委
員
19
人
／
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
７
人

任
期
…
平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
平
成

32
年
７
月
19
日
ま
で（
３
年
間
）

身
分
…
非
常
勤
特
別
職
職
員

募
集
し
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

報
酬

農
業
委
員
：
月
額
３
万
５
０
０
０
円

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
：
月
額

３
万
３
０
０
０
円

主
な
業
務

▽
農
業
委
員

①
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
係
る
許

可
な
ど
の
審
査
の
た
め
の
会
議
出
席

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連
携

し
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
拡
大
、
集
団
化
、

農
業
経
営
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
活
動

③
農
業
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
農
業
者

に
向
け
て
の
助
言
、
情
報
提
供
な
ど

▽
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

①
農
業
委
員
と
連
携
し
て
担
当
区
域
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
、
農
地
な
ど
の
利
用
の
拡

大
、
集
団
化
、
農
業
経
営
規
模
の
拡
大

に
関
す
る
活
動

②
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
な
ど

応
募
方
法

　
推
薦
ま
た
は
自
薦
に
よ
り
ま
す
。
推

薦
・
応
募
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
農
業
委
員
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
両
方
に
推
薦
・
応
募
は
可
能
で

す
が
、
両
方
を
兼
務
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
４
月
５
日
（水）
か
ら
５
月
２
日
（火）
ま
で

の
28
日
間

※
持
参
の
場
合
は
、
市
役
所
開
庁
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

合
は
、
５
月
２
日
（火）
の
消
印
ま
で
有
効

で
す
。

応
募
用
紙

　
農
業
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
各
地
域

局
に
備
え
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
の
資
格
要
件

①
高
梁
市
の
職
員
で
な
い
人

②�

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権

を
得
て
い
な
い
人
に
該
当
し
な
い
人

③�

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
人
に
該
当
し
な
い
人

選
考
基
準

①
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
人　

②
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す

る
事
項
、
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所

掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

③
農
業
委
員
の
場
合
は
、
次
の
農
業
委

員
構
成
上
の
条
件
も
考
慮
す
る

農
業
委
員
構
成
上
の
条
件

①
認
定
農
業
者
が
過
半
数

②
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項

に
関
し
利
害
関
係
を
有
し
な
い
人
を
含

む③
各
委
員
の
年
齢
、
性
別
な
ど
に
著
し

い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

問�

農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
21
）０
２
２
６

学
生
生
活
を
支
援
し
ま
す

高
梁
市
奨
学
生
募
集

学
校
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
将
来
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
奨
学
金
の
貸

し
付
け
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
…
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

本
市
に
本
籍
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

奨
学
金
申
請
時
、
市
内
に
引
き
続
き

５
年
以
上
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校

ま
た
は
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
学
生

②�

品
行
方
正
に
し
て
、
学
業
成
績
優
秀

な
人

③�

身
体
、
精
神
と
も
に
健
全
で
、
成
業

の
見
込
み
の
あ
る
人

受
付
期
間
…
４
月
３
日
（月）
～
28
日
（金）

応
募
方
法
…
奨
学
金
借
入
申
請
書
に

「
出
身
学
校
長（
新
１
年
生
）、
ま
た
は

在
学
校
長（
そ
の
他
の
学
生
）の
推
薦

書
」「
入
学
許
可
証
の
写
し
、
ま
た
は
在

学
証
明
書
」「
家
族
全
員
の
前
年
中
の
所

得
証
明
書
、
確
定
申
告
を
し
た
人
は
確

定
申
告
書
の
写
し
」
を
添
え
て
、
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
額
…（
月
額
／
無
利
子
）

高
等
学
校
生
１
万
８
０
０
０
円

大
学
等
学
生
４
万
４
０
０
０
円

貸
付
の
決
定
…
５
月
下
旬
に
審
査
の

上
、
決
定
し
ま
す
。

貸
付
期
間
…
貸
付
決
定
年
度
の
４
月
か

ら
当
該
学
校
卒
業
の
月
ま
で

募
集
定
員
…
高
等
学
校
生
徒
３
人
以

内
、
大
学
等
学
生
５
人
以
内

奨
学
金
の
返
還
…
卒
業
後
、
満
１
年
を

経
過
し
た
翌
月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た

月
数
の
３
倍
に
あ
た
る
期
間
中
に
返
還

す
る
こ
と

※
申
請
書
な
ど
は
、
学
校
教
育
課
、
各

地
域
局
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

奨
学
金
返
還
免
除
制
度

　
市
内
居
住
要
件
を
満
た
し
た
人

を
対
象
に
し
た
、
奨
学
金
の
返
還

を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

申
請
資
格

　

高
梁
市
奨
学
金
を
返
還
中
で
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

平
成
27
年
４
月
１
日
以
前
か
ら

市
内
に
居
住（
実
際
に
生
活
）し

て
い
る
人

②�

奨
学
金
返
還
の
滞
納
が
な
く
、

市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
人

免
除
額

　
奨
学
金
の
貸
付
額
を
12
で
除
し

た
金
額
を
上
限
と
し
、
毎
年
決
定

し
ま
す

免
除
期
間

平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年
３
月

※�

免
除
期
間
は
１
年
間
の
た
め
、

毎
年
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

申
請
書
な
ど
は
、
奨
学
金
返
還

者
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

市
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

松
山
踊
り

社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
29
年
２
月
に
開
催
し
た
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、「
松
山
踊
り
」
を
市

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
ま

し
た
。

　
松
山
踊
り
の
歴
史

は
古
く
、
江
戸
時
代

(

１
６
４
８
年)

か

ら
は
じ
ま
り
、
町
人

の
間
で
踊
ら
れ
た

「
地
踊
り
」、
武
士
の

間
で
踊
ら
れ
た
「
仕
組
踊
り
」、
高
梁

周
辺
で
踊
ら
れ
て
い
た「
ヤ
ト
サ
」の
、

３
つ
の
由
来
を
異
に
す
る
踊
り
が
、
現

在
も
「
松
山
踊
り
」
と
し
て
城
下
町
で

踊
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
指
定
に
よ
っ
て
、
今
後
「
松

山
踊
り
」
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
と

と
も
に
、「
松
山
踊
り
」
が
さ
ら
に
盛

り
上
が
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問�

社
会
教
育
課�

☎（
21
）１
５
１
６

問�

学
校
教
育
課�

☎（
21
）１
５
０
０
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